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へ
ス
を
研
究
す
る.こ
と
は
、

へ
ス
の
存
在
意
義
を
も
そ
の
よ
ぅ
な
限
定
さ
れ
た
. 

舉

M
の
中
で
考
え
る
.こ
と

に
-^
り
や
す
く
、
山
中
氏
の
場
合
の
，よ
ウ
に
否
定
的 

襄

克

が

戈

た

，と
含
、::
':
;へ

「

：ス

め

存

在

囊

、
：；泰

ら
に
別
の
所
に
も
と
め
ら
れ
ね
ば
為
ら
な
い
の
で
あ
る
。
か
く
て
、
‘
へ
ス
と
マ 

ル
ク
ス
の
疎
外
概
念
の
対
比
と
い
う
限
ら
れ
た
視
点
の
中
で
の
み
、

へ
ス
を
み 

名
と
と
.に
は
問
題
が
^
り
、，
初

期

社

童

義

者

へ,ス
、
ぺ
と
ぃ
ぅ
更
：に
広
ぃ
視
野:.
'''

. 

1

0
四

(

八
：三
.六
>
-:

を
も
た
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
も
、
;b
か
も
本
著
の
著 

者
の
.よ
ぅ
に
、
そ
の
よ
ぅ
な
問
題
视
点
を
ま
つ
た
く
持
つ
て
い
な
い
こ
と
は

、

' 

本
書
に
姜
マ
て
天
き
な
欠
陥
で
あ
る
名
と
ー
は
否
め
な
い
，。
著
者
は
、

マ
ル
ク
ス 

に
お
い
て
、
疎
外
概
念
の.発
展
が
、.彼
を

..
1.
て
科
学
的
社
会
主
義
者
た
ら
し
め 

る
媒
介
者
と
な
.つ
た
の
だ
、

と
い
ぅ
認
識
す
ら
：欠
け
ー
て
：い
る
0
で
は
な
か
ろ
ぅ 

が
0
:
,
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新

刊

紹
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座
i

際

経

済.

.

第
2
卷
ッ：

V
.

:

.
,

『
国

：
：

際

' ,
:収

支

』

,

 

-
.

 

.

.

.

.

 

V

 ♦

 

-

 

!■

 •
_

.,
.

■ 

.

/■
'

 

■

 
-

 .

 

. 

■■

. 

ぅ

.

国
際
;^
支
は
国
際
経
済
学
の
な
か
で
は
ょ
く
開̂ 

さ
れ
た
分
野
で
あ
力
、
へ
国
際
経
済
に
ら
ト
て
の
テ
中 

ス
ト
.
' ブッ
ク
に
は
か
な
ら
ず
取
り
.扱
わ
れ
て
い 

る
。
.国
際
収
支
に
.つ
い
て
の
単
行
本
と
し
て
：も
、
土.
 

屋
六
部
著
，

『

経
済
成
畏
と
爾
際
取
先

』

中
央
経
済
社 

:-
が
あ
る
。
本
書
は
有
裴
爾
が
企®
し
；た
^
講
座
.
•
国 

:際
経
済』

一
全
ぢ
卷
の
;'
5
ち
'の
，第
：

j

回
配
本
と
し
て
與 

'
.さ
れ
'た
第
2
巻
で
あ
る
6
こ
れ
を
土
®

の̂
.前
掲
書
. 

比
軾
す
る
と
、.次
の
ょ
ぅ
な
特
色
が.み
，ら
：れ.
.々0 

.

:

i

-'
M
灰
，が
：

「

経
：済
成
崔
_
1
,;^統
一
："的
観
点
を」

ぉ 

•き
、
，国
際
収
支
9
:理
識
狗
分
浙
を
主
腺
上̂

:れ
ズ

<' 

;2
>
の
：に
'対
1.
、

本
書
は
®p

収
ま
に
：っ
ン
いr:
d
麼 

史
、
理
論
、
政
策
、
現
状
分
析
を
、
専
門
別
に
九
人 

の
_
者
：が
祖
当
^

い̂
右
':
°
現
実
：に
生
起
_し
て
.ー̂
る 

国
際
猶
済
：や
賭
興
象
會
理.解
す
る
，た
：め.
'
'
キ
の
^̂ 

.

.と
理
諭
^
瑰
状
と
^
体
滿
的
^

か

^
や
さ
し
べ
紙
：

新

，

刊

紹

介

明
す
る
、
_
'
と
い
.う
の
が
講
座
全
体
と
し
てo
狙
い
.，で 

あ
り
、
本
書
の
、
：序

説'.
国
際
驭
支
と
.国
際
協
調
、
.' 

I _

金
本
位
制
の
.理
論
と
歷
史
、1.
:
' 

"
国
際
取
支
論
、 

I

:国
際
収
支
の
現
状
分
析
、_
祭
：収
支
：ゼ
：ミ
ナI
' 

ル
^

と
い
う
章
櫛
成
も
と
の
ハ
趣
旨
に
裕
っ
で
い
る
。
.
.
. 

.た
だ
し

、

と
く

に

理
論
の

.

部
分
は

あ

ま

^
力
：や
さ
し 

i

な
.ぃ
が
も
し
れ
が
ぃ？
'

.

-

'

■
;

国
際
収
支
連
論
：は
：い
：わ: «

技
：術
論
：で
あ
る
；か
ら' 

M

筆
者
に
.
よ
っ
て
：意
見
：が
：ぐ> '

ち
；が.
.う
：と
い
'う
こ
と
. 

は
M
ぃ
0

し
か
し
理
論
部
分.
と
、

間
題
と
文
献
を
へ 

取
力
扱
；っ

た「

国
際
収
支
ゼ
ミ.
ナ
ー
ル
：

」

、
.
さ
ら
に 

現
状
分
析
を
：祖

当
.;
^

た
人
$

 

.多

少

.
：
は

理

論

に

触

れ
 

て

ぃ
';
^
の
：
で

、

.

こ

本

ら© '
-

間
に
！
^
見
が
く
ぃ
ち
ギ
わ 

.な

.
い
; ^

で
%

、
' *

複
し
.
て
か
.る
と
.田4
ゎ
れ
.
る
.箇
所
^

.
 

(

ぁ
-
力
、

i

そ
の
'
場
合
説
明
の「

仕
：方
も
ぃ
く
ら.か

ゆ

違

っ
■■
: 

て
.
い
^ ，
。.
こ

れ

が

「

体

系

的1-
-

と

い

う

こ

と

に

つ

い
 

.て
：
.
の

難

点

で

あ

る

：

1:
°

-

:.
.
.
'

'/
•，
■
"ぐ
講
座
全
体
勿
^
う】

つ
の
ー'狙
ぃ
：
で
：あ
る
、..
:
:--
1国
際
- 

経
^
事
典
.め
.役
割」

.，.

.を
本
書
.!-
.
.
果
さ
.
^
:
$ 

. 

は
、
巻
末
に
事
項
索
引
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

:

3
本
書
が
樂
.
1
@
"
配
本
で
'&
-
り
、.：他
;̂
:卷
；̂
*'
;
^
.
刊(

；
 

行

：
さ

れ

：
て

：
ぃ

办

>̂
9
^
:讀
座
全
体
の
#
評

1
沱

：
き 

な
い
.が
、.
本
書
だ
*

っ̂
：.ぃ
兔
\/
'へ
ぇ
ゅ
、
国
祭
収
支

o
理
論
と
歴
史
に
.つ
い
て
は
す
で
に
書
が
れ
た
も
の 

も
多
い
の
で
、
ド
ル
危
機
、
質
易
の
自
由
化
な
ど
最 

:
rの
間
揮
.に
つ
，い
て
の
現
状
分
析
に
興
味
が
見
出
.ざ 

.
^
X
:
:'
'
'学
生
諸
君
：
.
に
と
.っ
て
は
国
際
取
支
に
つ
い
て 

へ
Q
X
S
Z
.

書
と
し
て
’も
利
用
で
き
る
と'
.思.わ
れ

る

？ 

C

有
.斐

閣

刊
，
<
?
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• H.

四
九
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•
四
，五
0
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J
矢

内
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丨

'
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:
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.
.
:

:
w

.vy
' *
ロ 
ス

ト

ゥ

著
-.

\
.
;
木

村

健

康
.'
'
-久
保
ま
ち
子
；.
村
上
泰
亮
共
訳
人

:"
:
::窗

.

.匀

.w.
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T
h
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a
o
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i
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o
a

6-ommtiLnist M
a
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nifesto,

,1960; 

こ
の
原
著
ば
既
に
そ
の
.出
版
以 

ー
来
ノ
へ
各
国
の
識
者€>
.間
に
多
大
：办
関
心
を
惹
起
し
て 

き
た
こ
と
は
周
知
のM'
り

で

あ
：一
る^-
、

こ

V'
-に
^

の 

部
甑
が
な
さ
れ
:>
.か
が
.国
の
.読
書
界
に
-も
更
に
広
く 

親

し
ま
れ
ょ
'5
'と
し
て
い
：る
：。

「

非
共
産
党
宣
言」

：な 

:る
：公
衆
©

目̂
を
魅
：す
る
ー
ょ
ぅ
汔
副
題
を
も
つ
こ
の 

書
柊
は
、
,そ
：の
.理
論
の
形
式
的
及
び
：内
容
的
両
側
面 

か

ら

、
い
，
ろ
-

興̂
味
あ
る
特
色
が
あ
る
。
ま
ず
従
来

-
-
-
b
a 
.

-

x

l

.



経
済
史
家
4
し
て
そ
.の
業
顏
を
示
し
て
き
た
署
者
が

**^he 

p
r
o
c
e
s
s
o
f

 

E
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n
o
m
i
c G

r
o
w
t
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2

(1952
)

な
る
猶
済
成
長
の
歴
史
的
理
論
を
展
開
し 

た
が
、
こ

の「

If
段
階」

の
箸
書
.に
お
い
て
も
、
そ 

一»-
:序
戈
に
靡
.べ
'て

;1
>
:省

^
;5
,
怜
理
論
と
_
史
、の
：結
合
；
 

を
試
み
て
い
る
。
.経
済
成
長
に
つ
い
て
の
現
代
の
雄
. 

代
経
済
学
的
ァ
プ
口
ー
チ
.は
も
ち
ろ
ん
多
ぐ
の
成
果 

を
.華
げ
つ
つ
あ
る
が
、
そ
の
精
緻
な
し
か
し
抽
象
的 

:^
分
析
は
^
他

腐

ゼ

ぉ

；
ぃ
，
て

.印

象

的

匕

も

：非
.靡
史

；熟

な
も
の
を
感
じ
さ
せ
る
o>.
こ
れ.
に

対

し

て

，
ロ

ス

ト

ウ 

は'為
谪

成

長
-
関

述^
る
：&
要_
;
の

絃

贫

輝

典

び

；
に

」 

.
非

経

済

的

多

様

胜

：
を

明

灰

扣

：
：
に
；

:̂
;

^
集

計

概

象

の

：
：
ー 

み
な
本
ザ
、
賭
部
門&
関
す
を
分
拆
汝
重
：視
し
、

.
極
め
：
..；
 

て
て
広
範
な
内
容
を
舍
が
長
期
的
輿
隊
理
論
を
構
成
し

/ 

:

て
い)

る
。>

J

o
if
i
論
は
歷^
^
M
,o
段
階
説
；の
：
一
';種
へ. 

で
あ
る
が
、
..
こ
の
理
論
，を
も
つ
ズ
単
に
経
験
め
一
般 

化
た
る
経
験
法
則
と
.
み
る
の..で
^
な
く
、.
そ
こ
.に
内 

.
的
論.
理
.と
 
>.し.
^
座
摩
ケ
動
学
理# '
を
導.
入.
じ...:̂. 
W
. 

る
。
そ
れ
は
そ
'の
論
理
の
強
靱
さ
に
お
い
て
、

マ
ル 

ク
：
ゾ
ズ
ム
な
ど
-
と
：比
ず
ベ
く
も
..な
い.
が
、.

.

こ
.

れ
に
ょ.

っ
て
こ
の
段
階
理
論
に
、
.
.予
測
と
許
画
べ
の
政
策
的
. 

意
義
を
附
与
せ
し
め
て
い
る
こ
と
を
認
め
ね
ば
な
ら 

.な

.い
。

i 

-

.

ぶ
：
ロ
、ス
；
ト

ダ

：

.は
>
し
©'(

段

階

理

論

を

：基

七
^
.て
、-: ロ

％

 

ァ

と

ァ

.メ

リ
'力
.

の
-成
長
の
比
較
や

，
、

侵

略

と

平

和

の 

問
題
に
及
び
、，
さ
ら
に
マ
ル
タ
，ツ
ズ
ム

と

の
異
同
を 

.

.明
ら
か
に
す
る
介
ど
、
.極
め
て
現
代
的
な
賭
問
題
を 

提
供
し
て
い
る
。
経
済
が
長
期
的
、
歴
史
的
変
化
の 

蜇
耍
な
一
要
因
で
あ
る
こ
と
を
容
認
し
な
が
ら
、
そ 

れ
が
唯
一
の
決
定
的
耍
因
と
み
る
こ
と
に
は

反

対
 

し
、
唯
物
論
で
も
な
く
、
観
念
諭
で
も
な
ベ
、
経
験 

的
に
多
様
な
成
長
要
因
を
指
摘
し
て
い
る
点
に
お
.い 

rて
^
短
辑
あ
わ
せ
.含
む
；も
の
:>
:
.思
ゎ
れ
る
-0
'
:
:
:
、
, 

'
V

)

最
後
：■
邦

訳

も

っ

：
ぃ
B

 

は
.考
え
す
ぎAI

思

わ

れ

る

点

；も

，
あ

.る

.：よう
；.

で
.あ
る…

满

：ぃ:?
^
る

だ

け

：読

：
み

篇
-:
<
す

る
1_
.
.と

い

_
う
訳
者
一

め
努
力
の
あ
と
が
み
ら
れ
る
。
，そ
し
て
わ
が
.国
の
読

,#
黎
：に
技

:'
<:
:こ
©
:裡
亂
ガ
検
討
さ
我
：る
機
会
'を
与
ぇ
"

た
意
義
は
大
き
い
と
思
う
。

(
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ヤ
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ン
ド
社
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5

，
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#
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1
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丨
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中

国

近

代

葉

史

の

研

究』

ド
ゾ

.ぐ
ー
：
：
半

猶

，
民

地

*後
進
国
の
爽
型
驗
し
：て
极
：ゎ
れ
、
死̂ 

:■
■る
|獅
子
に
尨
擬
、せ>
れ
赵
中
国
が
：独
自
の
社
会
主
義 

経
済
を
お
し
す
す
め
て
い
る
今
日
、
人
は
多
く
そ
の 

:
'
.
急
：速
な
経
脔
成
畏
の
真
否
、

」

人
民
公
：社

と

ぃ

ぅ「

像 

大
な」

、
或

ぃ

は「

奇
妙
な」

.

v

社
.会
主

_

企

業

粗

織
 

の
是
_
、：

社
％
主
義
降
営
内
办
経
贫
理
諭
：を
め
ぐ
る.
 

ぺ
中
ゾ
の
く
い
ち
が
い
な
ど

.：に
注
目
す
る
が
、

こ
の
中
' 

'a
経
済
の
変
貌
：過
程
の
理
論
的
分
析
：の
最
も
重
要
な 

基
礎
：の)

一：
つ
は
、
IH
中
国
に
お
げ
る
資
本
主
義
の
発 

:達
.の
也
方

^
程
度
の
確
定
で

.ぁ
：ろ
5;
0
当
時
か
世
界 

.

.資
本
主
義
市
場c

と
く
ぬ
資
本
輸
出
.に
つ
ぃ
て
つ
に
お 

げ
る
中
国
©
位
置
と
ぞ
れ
と
の
関
連
に
お
け
る
民
族 

資
.本
め
：発
展
の
^

_
と
程
度
：の
：論
理
的
解
明
は
そ
れ 

自
体
と
'じ
'て
、重
要
：な
：斫
究
課
題̂
あ

-?
>
に
と
：ど
ま
ら 

ず
、
：
赴
会
主
義
経
済
へ

」

參
行
の
条
件
の
検
討
と
し 

v

も
：極
め
.て
：問
題
一
で
ぁ
：る
が
、
未
だ
#

系
的
に
考
奔 

さ
れ
.て
き
た
と
は
い
え
な
い
タ

'
•

'
本
'書
は
所
謂.「

資
本
主
義
の
萠
芽」

な
ぃ
し
.

「

商 

'

ロ1

库
の
評
価1—
'

ン'

を
，^

ぐ
り
、

戦
後
故
多
く
め
.す

ぐ

.

れ

た

労

作

と

そ

の

批

判

に
-<
}:
?
て
：ぅ
ち
ぢ
て
ら
'れ
た

 
'

は
す
な.
わ
ち
中
国
的
.
近

代
的
企
業
資

本

の

類

型

：を
明

.

.

.

.

. 

•

 

•

 

.

 

-

 
•

 
•

 

•

 
'

 
•

水
準
を
：ふ
ま
；え'つ
つ'
、
中
国
に
お「

け

る

資

本

主

義

の：

ら
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